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ど
も
た
ち
が
主
役
で
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太
陽
の
光
の
中
で
思
い
つ
き
り
遊
び

ま
わ
れ
る
夏
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
最
も
楽
し
い
季
節
。
海
や
山
や
川
に
、

ゐ
気
な
は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
き
ま
す
。

押
原
小
学
校
で
も
六
月
十
六
日
、
プ

ー
ル
閉
さ
が
行
わ
れ
、
元
気
な
子
ど
も

た
ち
の
声
が
問
こ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
を
待
ち
か
ね
た
児
童
た
ち
は

笛
の
令
図
と
共
に
、
い

っ
せ
い
に
プ
ー

ル
に
飛
び
と
み
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳

い
で
い
ま
し
た
。

一
方
こ
の
季
節
は
、
海
や
川
に
行
く

機
会
も
増
え
毎
年
、
子
ど
も
の
水
の
事

故
が
目
立
ち
ま
す
。
子
ど
も
の
水
難
事

故
は
忠
わ
ぬ
と
さ
忠
わ
ぬ
場
所
で
起
こ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
水
の
犠
牲
者

に
し
な
い
た
め
に
も
、
保
護
者
や
大
人

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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家
族
旅
行
や
体
験
学
習
、
そ
し
て
地
域
で
の
奉
仕
活

動
|
|
夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
得
難
い
経

験
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
の
半
面
、
気
を
つ
け
た
い
の
が
乙
の
時
期
の
過

ご
し
方
で
す
。
規
則
正
し
い
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
気
が
緩
み
が
ち
。
非
行
へ
の
脇
道
に

そ
れ
や
す
い
か
ら
で
す
。

長
い
夏
休
み
の
聞
は
、
家
庭
に
お
け
る
親
子
の
話
し

合
い
を
納
得
す
る
ま
で
充
分
に
行
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
、
一
段
と
た
く
ま
し
く

な
っ
て
二
学
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
非
行
を
寄
せ
つ

け
な
い
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
親
子
で
考
え
て
み
た
い

も
の
で
す
。

会青少年を非行から守り、明るく、健やかに

夏休みを過ごしましょう O

一一一青少年のための昭和町民会議一一一

ム

暑
さ
の
厳
し
い
夏
は
、
生
活
の
パ
タ

ー
ン
が
H

夜
刑
ア
に
な
り
が
ち
で
す
。

一
度
生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま
う

と
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
り
に
く
い
も

の
。
二
学
期
が
始
ま
っ
て
も
、
夜
ふ
か

し
ゃ
遊
び
ぐ
せ
が
抜
け
な
い
、
と
い
う

と
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
由
な
時
間
を
の
ん
び
り
過
ご
す
の

も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
が
、

少
な
く
と
も
生
活
の
リ
ズ
ム
だ
け
は
崩

さ
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
が
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

欲

L
い
物
ぽ
何
で
も
手
に
入
る
恵
ま

れ
た
社
会
環
境
の
中
で
、
わ
が
ま
ま
い

っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
子
供
た
ち
ー
ー
。

彼
ら
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
自

立
心
と
忍
耐
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

夏
休
み
を
契
機
に
、
親
は
子
供
へ
の

甘
や
か
し
ゃ
無
関
心
を
排
除
し
、
自
分

の
身
の
回
り
の
乙
と
に
責
任
を
持
た
せ

た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
子
供
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
る

乙
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
と
責
任
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

夏
休
み

の
司
、

で
格
伐

無
計
画
な
姿
勢
で
夏
休
み
を
迎
え
る

と
、
そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
何
と
な
く

過
ご
す
だ
け
の
毎
日
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。不
得
手
な
科
目
を
集
中
的
に
勉
強
し

た
り
、
本
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
読

む
、
と
い
っ
た
生
活
プ
ラ
ン
を
立
て
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
乙
と
が
大
事
で
す
。

親
は
子
供
の
自
主
性
や
意
見
を
で
き
る

だ
け
尊
重
し
な
が
ら
、
応
援
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
休
み
は
、
レ
ジ
ャ
ー
や
家

族
旅
行
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
う
機
会

が
多
い
も
の
で
す
。
夏
休
み
な
ら
で
は

の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
を
通
し
て
、
望
ま

し
い
親
子
関
係
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

親
子
の
問
却
に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た

気
持
ち
が
子
供
の
心
に
芽
生
え
、
そ
れ

が
非
行
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
抑
止

力
に
な
る
の
で
す
。

。
親
と
子
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
す
。

まは

j
住
民
と
の
巡
回
対
話
集
会
(
J

五
月
二
十
九
日
か
ら
六
月
二
十
八
日

の
問
、
泉
町
長
の
方
針
で
あ
る
活
力
あ

る
町
c
つ
く
り
の
た
め
の
巡
回
対
話
集
会

が
、
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
各
十
二

地
区
の
公
会
堂
で
盛
会
に
実
施
さ
れ
ま

ー
し
ゃ
~
。乙
の
巡
回
対
話
集
会
は
、
「
活
力
あ

る
町
民
総
参
加
の
明
る
い
対
話
町
政
の

実
現
」
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
直
接

各
地
区
に
出
向
き
、
地
域
の
問
題
、
身

近
か
な
生
活
環
境
の
問
題
、
行
政
に
対

す
る
意
見
な
ど
住
民
の
生
の
声
を
聞
き
、

乙
れ
か
ら
の
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

乙
と
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
公
会
堂
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

五
十
人
程
が
い
ず
れ
も
出
席
し
、
泉
町

長
の
六
十
二
年
度
の
施
策
・
方
針
が
最

初
に
説
明
さ
れ
、
道
路
や
水
路
、
市
街

私 事一戸町一山一 一

企町民と行政が一体となり、より良いまち

づくりを一一。(西条新田公会堂で)

化
の
線
引
き
、
交
通
安

全
、
第
三
小
学
校
や
公

会
堂
の
建
設
、
一
坪
図

書
館
、
源
氏
ほ
た
る
育

成
、
暴
走
族
追
放
、
夜

間
照
明
設
置
、
年
金
や

税
金
、
ゴ
ミ
、
草
等
の

問
題
が
多
方
面
に
わ
た

り
数
多
く
出
さ
れ
、
予

定
さ
れ
た
二
時
間
を
越

え
る
成
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。今
後
も
、
年
二
回
ほ

ど
更
に
乙
う
し
た
機
会

を
設
け
て
、
手
に
手
を
取
り
合
っ
た
血

の
か
よ
っ
た
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す。

A活発な意見、要望が数多く出された
一河西区でー



わ-つよし

六
月
十
二
日
、
役
場
大
会
議
室
で
、

昭
和
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

編
さ
ん
委
員
二
十
六
名
と
協
力
委
員
二

十
四
名
に
泉
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
「
昭
和

村
誌
」
を
発
行
し
て
以
来
、
今
年
で
二

十
九
年
、
そ
の
後
の
産
業
構
造
の
変
化

や
都
市
化
な
ど
、
か
つ
て
な
い
大
き
な

地
域
変
革
の
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
郷
土
昭
和
町
の
起
源
、
歴

史
、
現
状
な
ど
を
明
確
に
し
、
正
し
く

認
識
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

社
会
を
担
う
人
々
に
郷
土
の
姿
を
正
し

く
伝
え
る
た
め
に
、
「
昭
和
町
誌
」
の

編
さ
ん
を
三
カ
年
計
画
(
六
十
五
年
三
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で
実
施
し
ま

す。
委
員
会
は
、
町
誌
編

さ
ん
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
、
編
さ
ん
内
容
の

検
討
、
そ
の
他
町
誌
編

さ
ん
全
般
に
，つ
い
て
の

審
議
を
行
い
、
建
議
す

る
機
関
で
す
。

乙
の
日
は
、
委
員
、

協
力
委
員
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
た
あ
と
、
泉

町
長
か
ら
ど
協
力
を
お

願
い
す
る
あ
い
さ
つ
が
.

あ
り
、
続
い
て
第
一
回

編
さ
ん
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
、

副
委
員
長
の
選
出
を
し
、
町
誌
編
さ
ん

計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

v
し
ゃ
ん
。

企町誌編さん委員会であいさつする泉町長

一後世に郷土の姿を正しく伝える町誌を一

一
編
さ
ん
委
員
、
協
力
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。

(順
不
同
・
敬
称
略
)

v町
誌
編
さ
ん
委
員

。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

。

泉

幸

弘

(
町

長

)

O
三
神

善

章

(

議

長

)

石

原

国

夫

(

副

議

長

)

山

口

国

光

(文
化
財
審
議
委
員
)

柳
沢
八
十
一
(
文
化
財
審
議
委
員
)

田
代
孝
(
日
本
考
古
学
協
会
員
)

井

口

伝

(

老

人

大

学

長

)

志

村

喜

久

(老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
)

五

味

省

吾

(

教

育

委

員

長

)

井

口

等

(
農
協

組

合

長

)

深

川

市

郎

(商

工

会

長

)

小
宮
山

酔

(議
会
総
務
委
員
長
・
文
化
協
会
長
)

細

田

健

児

(
議
会
教
育
厚
生
委
員
長

・
体
育
指
導
委
員
長
)

磯
部
団
(
議
会
産
業
土
木
委
員
長
)

山

下

譲

二

(
安
全
協
会
支
部
長
・
議
会
議
員
)

清
水
忠
造
(
農
業
委
員
会
長
)

井
口
威
(
選
挙
管
理
委
員
長
)

角

野

幹

男

(

消

防

団

長

)

田

中

始

(

区

長

会

長

)

武
田
か
ほ
る
(
県
連
合
婦
人
会
長
)

須
田
富
美
子

(婦

人

会

長

)

雨

宮

惰

弐

(山
梨
郷
土
研
究
会
員
・
郷
土
研
究
部
長
)

保

坂

弥

(収

入

役

)

竹

中

正

裕

(教

育

長

)

長
田
善
貞
(
総
務
課
長
)

河

田

透

(
企
画
調
整
室
長
)

v
町
史
編
さ
ん
協
力
委
員

三
井
要
人
(
押
原
小
校
長
)

鷹
野
敏
夫
(
西
条
小
校
長
)

窪
田
国
雄
(
押
原
中
校
長
)

荻
野
栄
(
文
化
財
審
議
委
員
)

深
沢
完
興
(
文
化
財
審
議
委
員
)

末
木
敏
夫
(
西
条

一
区
区
長
)

高

野

贋

林

(西
条
二
区
区
長
・
文
化
財
審
議
委
員
)

金
丸
安
長
(
清
水
新
居
区
長
)

塩
田
光
昭
(
西
条
新
田
区
長
)

横
沢
貞
幸
(
押
越
区
長
)

有

泉

淳

夫

(河
東
中
島
区
長
)

秋

山

久

幸

(紙
漉
阿
原
区
長
)

山

本

宣

誉

(飯
喰
区
長
)

功

万

栄

幸

(河
西
区
長
)

井
上
武
(
上
河
東
区
長
)

早
川
美
都
雄
(
上
河
東
二
区
区
長
)

風

間

辰

男

(都
市
開
発
課
長
)

斎

藤

進

(建
設
課
長
)

中
沢
孝
造
(
税
務
課
長
)

福

島

正

明

(経
済
課
長
)

堀

口

勉

(住
民
課
長
)

秋

山

睦

夫

(厚
生
福
祉
課
長
)

黒

田

幸

夫

(

教

育

次

長

)

内
藤

.
弘

(議
会
事
務
局
長
)

な
お
、
町
誌
編
さ
ん
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
様
に
は
、
古
文
書
や
古
記
録
の

資
料
提
供
、
取
材
、
写
真
撮
影
等
に
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
美
化
資
源
再
利
用
の
た
め

ぞ
コ
ミ

O
の
目
。
を
実
施

• 

易.1&;窓@厨(bD智lf6ク
りを空 「一-~-.鵬箇離種錨麟幽麟雛瀦隣組翻薗畿醤 缶資
が収き乙 " 翻翻圃圃E酒盛覆醤置議露覇露盤彊醗富田豊富 盤 、源本
と集缶の |く捨 開閉膿騒霊圏雌灘纏覇圏園醸廼難翻騒富良山 3盛空の 町
う し六 11 Iてて 議猶盛畿勢襲撃雪国醗離畿翠夢E護寓覇盟副置醤画監醤姐a置 き有で
ど大八ゴ |もな ・・騒騒通鯛 r標額園 宅金?とよ週軍司可圃t量-ビ効は
ざ変 、ミ |すけ 用問圃富守場麿 .:11縄基醤.盤懇麹賜V司置 ン 利
いな六 o Iむれ 説明帯磁=錨通過酒船三墾忍掴匿な 用コザ
ま成五の|のぱ 私 議 F 鯉沼隈_，0癒率基盤話通・開聞 ど、ミ
し果 二 日 |に、 ぷ識経 :ふ翠遠藤繍躯F咳 率議題震調区議舗 の快 O
たを個 1/ Iね拾 組E選摩地同〓戦魁戦略 、 事臨v 冒薗 ゴ適の
O あ 、lζ | 。ゎ ・匪g適温幽rn'通.v門事邑 季公週圃邑 曹富 ミな日
げビは IL-な 量遭遇・・E 司E み 温品箇温・E 璽 収環 H

まン 、 -温-属 、、調属 山 田園園田園--色調穣 集境の
し-町 作 l乙ー
た O民にどでも省しが気パ 収重延袋総六成 業対環
、二しへ d 空資ま 多軽 |県の点線を参時会上のすと
町六、た捨はき源し く にや道美的の片加かの河環るし
民二三いてや缶、た、捨観、化に沿手のら子東境意て
の O四もるめ、省 O 収て光線清、線 l乙中約ど地美識
み本三のか、空エ環集た客路掃空、県、 二 も区化を各
な、人で、設きネ境す空が沿をき常道軍時たで活高地
さゴのす持置ビノレ美るき通い行缶永沿手間ちは動め区
んミ参 o ちさンギ化の缶りにいや駅い姿をも六をるで
、四加 かれの l のに、すはま空付やでか協月行目環
どーを えた m の点大空が、しき近河ピけ力七い的境
協三頂 るクポ面か変きりドたピな川ニてし日まで美
力トき よズイか ら苦 どにラ ロン ど、 l 区 、し空化
あン、 うか捨らも労ン、イ 回を身 jレ民朝育だき
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「
海
の
家
」
の
申
込
み
締
め
切
る

f

〉
大
好
評
で
予
約
が
殺
到
r
)

町
で
は
、
今
年
か

ら
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
ご
つ
く
り
と
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
の
拡

大
、
潤
い
の
あ
る
生
活
の
手
助
け
の
一

は

い

ば

ら

さ

が

ら

っ
と
し
て
、
静
岡
県
榛
原
郡
相
良
町
の

観
光
協
会
と
グ
海
の
家
d

の
利
用
契
約

を
結
び
ま
し
た
。

す
で
に
町
の
全
家
庭
に
は
お
知
ら
せ

を
し
、
申
込
受
付
を
七
月
一
日
か
ら
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
変
好
評
で
当
初

の
予
想
を
上
回
り
、
予
約
が
一

O
Oパ

ー
セ
ン
ト
に
達
し
満
杯
と
な
り
ま
し
た

わつよし幸R広

海の家指定民宿一覧表

の
で
、
申
込
み
予
約
を
締
め
切
ら
せ
て

頂
き
ま
す
。

な
お
、
ど
利
用
の
皆
様
に
は
、
今
後

の
参
考
と
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
年
に
は
八
ヶ
岳
の
清
里
の

森

K

H
憩
い
の
自
然
休
暇

村

fも
建
設
し
、
グ
海
の

家
d

と
併
せ
て
開
設
す
る

予
定
で
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

。
問
合
せ
・
役
場
経
済
課

富
お
1
2
1
1
1

(
内
線
幻
・
お
)

ヲ食

世r

相
良
町
の
海
岸

は
、
白
い
砂
浜
が

広
が
り
遠
浅
の
た

め
危
険
が
少
な
い

場
所
で
、
夏
に
は

た
く
さ
ん
の
海
水

浴
客
で
に
ぎ
わ
い
、

海
の
幸
が
豊
富
で
、

と
て
も
美
味
し
い

と
評
判
の
と
ζ

ろ

で
す
。
ま
た
重
要

文
化
財
の
と
乙
ろ

も
多
く
、
本
町
か

ら
近
い
の
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。

冨巨富申

j
小
さ

い

ωち“

夏
に
な
る
と
、
海
や
川
に
行
く
機
会

が
増
え
ま
す
が
、
水
難
事
故
に
は
十
分

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
特
花
、
「
チ

ビ
っ
子
た
ち
d

に
と
っ
て
最
も
楽
し
い

夏
休
み
の
時
期
は
、
毎
年
、
水
の
事
故

が
目
立
ち
ま
す
。

昨
年
一
年
間
で
グ
水
の
犠
牲
'
に
な

っ
た
中
学
生
以
下
の
子
供
は
四
百
六
十

五
人
口
乙
の
，
M
V
ち
六
月

1
八
月
ま
で
の

三
カ
月
聞
に
、
全
体
の
六
割
近
い
二
百

六
十
五
人
が
生
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
D

ま
た
、
そ
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
夏
休

み
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

い
た
い
け
な
グ
い
の
ち
d

が
失
わ
れ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
れ
る
と
胸
が

痛
く
な
り
ま
す
。

子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
大
人
は
ど
ん
な
点
に
注
意

し
た
ら
い
い
の
か
1

1

本
格
的
な
夏
を

迎
え
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
水
難
事
故
の
六
割
以
上
が
、

子
供
た
ち
だ
け
で
出
か
け
た
際
に
発
生

し
て
い
ま
す
。
子
供
の
水
泳
や
水
遊
び

に
は
、
必
ず
保
護
者
か
信
頼
で
き
る
大

人
が
同
伴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ろ
う
j

の
d

で
あ
る
こ
と
を
、
体
験
的
に
知
り

ま
せ
ん
。

水
し
ぶ
き
を
み
れ
ば
、
本
能
的
に
遊

び
ご
ζ

ろ
が
わ
い
て
き
て
、
ヨ
チ
ヨ
チ

歩
き
で
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
お
母
さ
ん
が
目
を
離
し
た

ス
キ
に
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事

態
に
な
る
乙
と
が
多
い
の
で
す
。

水
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
次
の
よ
う

な
点
に
ぜ
ひ
注
意
し
て
、
事
故
を
防
ぎ

土
品
『
し
ょ
v

つ。

-
近
く
に
用
水
堀
や
た
め
池
な
ど
の
危

険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
に

申
し
入
れ
て
、
サ
ク
や
ふ
た
な
ど
を
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

-
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に

行
か
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供

に
言
い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

-
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
大
人
が
同

行
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
雨
降
り
の
あ
と
は
、
川
や
用
水
が
増

水
し
ま
す
。
子
供
た
ち
を
近
づ
け
な
い

よ
う
に
特
に
注
意
を
。

-
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

見
か
け
た
ら
、
進
ん
で
「
危
な
い
か
ら

や
め
な
さ
い
」
の
ひ
と
声
を
。

1

3

無
尽
蔵
で
は
あ
り
ま
せ
ん

水
の
日
(
八
月
一
日
)
・
水
の
週
間
(
八
月
一
日
j
七
日
)

ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
つ
け
る

太
陽
。
水
の
使
用
量
が
ピ
ー

ク
と
な
る
ζ

の
季
節
は
、
毎

年
の
よ
う
に
水
不
足
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
を
機
会
に
、
限
り
あ
る
水
資
源

へ
の
理
解
を
深
め
、
水
の
使
い
方
信
一

工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

民宿名 住 所 電話番号 収容人員

①とらぞう 相良町新圧 ( 0548) 5 8 -0 6 1 7 
時-t-|佐瓦も?M 治.居 58-0406 

H 技律 /〆 52ー 1534 80人
庁相良 〆r 52-0569 30人

⑤ 3 さや H 相良 11 52-0661 40 人
⑤美 舟 H 相良 11 52-3210 70 人
⑦田 沼 H 相良 11 52 -4040 150人
③すず浜 H 相良 11 52-0614 60 入
雪)なかじま H 相良 11 52-1593 20人
⑩まつみ H 大江 J〆 52-0225 50 人
⑪文 一 H 大江 11 52-1543 40 人
⑫もりまさ H 片浜 11 52-1526 55 人
⑬すゑ弘 H 片浜 11 52-0466 80 人
⑭求 楽 H 片浜 ノ'1 52-0295 O 

ltt士一⑮かたはま H 片'de. 〆'1 52-071 

-
節
水
型
社
会
を
目
指
し
て
・

子
供
、
と
り
わ
け
三
歳

i
五
歳
前
後

の
幼
児
は
グ
水
が
命
を
奪
う
危
険
な
も

V
浴
槽
の
残
り
湯
を
利
用
す
る

小
さ
な
浴
槽
で
約
二
百
リ
ッ
ト
ル
の

水
が
入
り
ま
す
。
せ
め
て
残
り
湯
の
半

分
く
ら
い
は
洗
濯
、
掃
除
、
ま
き
水
な

ど
に
使
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

V
歯
み
が
き
中
の
水
の
流
し
っ
放
し
は

や
め
る

歯
み
が
き
は
、
普
通
コ
ッ
プ
三
杯
程

度
の
水
で
す
み
ま
す
。
し
か
し
、
水
を

流
し
っ
放
し
に
す
る
と
、
一
分
間
で
約

六
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
ム
ダ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

V
洗
車
は
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で

ホ
ー
ス
を
使
い
水
を
出
し
っ
放
し
で

車
を
洗
う
と
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で

洗
っ
た
時
の
約
六
倍
の
水
が
必
要
で
す
。

流
し
っ
放
し
は
厳
禁
。

V
水
量
の
調
節
は
こ
ま
め
に

炊
事
や
洗
面
の
と
き
に
水
を
勢
い
よ

く
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
と
く
に
食
器

洗
い
の
と
き
に
水
を
出
し
す
ぎ
る
と
、

ス
プ
ー
ン
な
ど
に
当
た
っ
た
水
が
は
ね

て
き
ま
す
.0

乙
ま
め
に
水
量
を
調
節
し

て
、
ム
ダ
を
省
き
ま
し
ょ
う
。
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:生
町
で
は
中
央
公
民
館
を
利
用
し
、
『
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
、
さ
そ
い
あ

っ
て
集
ま
ろ
う
』
を
テ
l

マ
に
六
月
二
十
一
日
、
第
一
回
公
民
館
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

公
民
館
デ
l
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
生
涯
各
時
期
に
応
じ

た
学
習
を
行
い
、
人
々
の
交
流
と
心
の
ふ
れ
あ
う
生
涯
教
育
の
推
進
を

図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

.押越青年団の手助けを受けながら「かご」作りに

取り組むチピッコ達

第
一
回
目
は
、
幼
児
、
家
庭
教
育
学
級
・
少
年
創
作
、

青
年
、
た
い
乙
の
各
教
室
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

幼
児
教
育
学
級
で
は
、
幼
児
を
も
っ
母
親
を
対
象
と
し

て
、
山
梨
学
院
短
期
大
学
の
鈴
木
牧
夫
先
生
が
「
幼
児
の

発
達
と
育
児
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
達

は
、
い
ず
れ
も
現
在
、
育
児
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
あ

っ
て
、
先
生
の
お
話
し
を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

ぽ丈なの広場さそいあって集まさ2-P

.騨院一一一一常一七位一一一民一一一一主一一一昨一一一民一一一
E
一一昨日一一一車購

;
押
越
菊
の
会
;

た
い
こ
教
室
で
は
、
若
竹
太
鼓
の
指

導
者
、
有
井
哲
美
氏
の
も
と
で
十
三
人

の
チ
ビ
ッ
コ
が
、
大
小
の
太
鼓
.
古
タ

イ
ヤ
を
使
い
太
鼓
の
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ

ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
「
太
鼓
の
リ
ズ

ム
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
押
越
青
年
団
員
と
二
十
才
の
会

役
員
の
協
力
と
指
導
の
も
と
行
わ
れ
た

少
年
創
作
教
室
は
、
四
十
三
名
の
小
学

生
が
参
加
し
「
く
だ
も
の
入
れ
」
「
お
菓
子

入
れ
」
等
の
工
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
口

子
供
達
は
、
初
め
の
う
ち
こ
そ
上
手

に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
年
団
員

の
手
助
け
を
受
け
る
ご
と
に
上
手
に
な

り
、
二
時
間
余
り
で
立
派
な
「
か
ご
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

叫 1韓併帆

....6タイヤを使って「たいこのリズム」を勉強

乙
の
公
民
館
デ
ー
が
自
己
啓
発
の
場

に
な
り
、
よ
り
多
く
の
人
達
と
の
心
の

交
流
が
で
き
る
よ
う
、
次
回
の
公
民
館

デ
ー
に
も
み
な
さ
ん
、
誘
い
合
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。

企花のあるまちは住み良いまちの証しです

国
体
期
間
中
に
実
施
さ

れ
た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
、
国
体
後
も
引
き
続
き

行
わ
れ
る
乙
と
に
な
り
第

一
回
目
の
六
月
二
日
、
押

越
菊
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
江
戸
菊
・
サ
ル
ビ
ア

・
マ
リ
ー
や
コ
ー
ル
ド
が
、

押
越
歩
道
橋
横
に
埴
え
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
が
行
わ
れ
る

乙
と
に
よ
っ
て
、
花
の
あ

る
美
し
い
町
に
な
る
乙
と

で
し
ょ
う
。

安
全
協
会
、
力

l
フ
ミ
ラ
l
清
掃

南
甲
府
交
通
安
全
協
会

昭
和
支
部
(
支
部
長
・
山

下
譲
二
氏
)
総
員
二
十
九

名
に
よ
り
、
町
内
の
危
険

箇
所
や
交
通
安
全
施
設
の

カ

l
ブ
ミ
ラ

l
、
道
路
標

識
な
ど
を
六
月
十
三
日
、

朝
五
時
か
ら
約
二
時
間
か

け
て
点
険
整
備
し
ま
し
た
。

特
に
カ

l
ブ
ミ
ラ
ー
に

つ
い
て
は
汚
れ
が
ひ
ど
く
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
役
員
の
手

に
よ
り
き
れ
い
に
み
が
か

れ
て
い
ま
し
た
。

企この輝きがまちの交通を守ります
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子

ど? 

転

車
四

位

会

Aチームメイトの見守る中、実技テスト
に臨む ー西条小で一

県
警
と
県
交
通
安
全
協
会
は
六
月
十
四
日
、
西
条

小
学
校
に
お
い
て
第
十
八
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転

車
県
大
会
を
聞
き
ま
し
た
口

乙
の
大
会
に
は
、
県
下
十
五
署
の
地
区
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
小
学
生
の
十
九
チ

l
ム
、
九
十
五
人
の
選

手
が
出
場
。
開
会
式
後
、
交
通
規
則
・
道
路
標
識
な

ど
を
問
う
学
科
テ
ス
ト
を
受
け
、
午
後
か
ら
は
校
庭

と
体
育
館
に
別
れ
、

警
察
官

・
交
通
巡
視
員
・
町
交

通
安
全
協
会
の
人
達
の
見
守
る
中
、
安
全
走
行
と
技

術
走
行
の
実
技
テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し
た
。

先
月
号
で
紹
介
し
た
わ
が
町
の
西
条
小
チ
ー
ム
も

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事
団
体
の
部
で

四
位
入
賞
を
果
し
、
個
人
の
部
で
も
薬
袋
正
司
君
が

八
位
に
入
賞
す
る
な
ど
大
健
闘
し
ま
し
た
。

第
十
五
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
(
町
体
育
協

会
主
催
)
が
、
五
月
二
十
一
日
昇
仙
峡
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
各
地
区
六
十
七
名
の
参

加
者
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
町
長
の
始
球
式
で
は
じ
ま
り
、

新
ペ
リ
ア
方
式
の
個
人
戦
と
団
体
戦
で
争
わ

れ
、
町
長
杯
を
我
が
手
中
に
し
よ
う
と
、
白

熱
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団

体

戦

優

勝

西

条

二

区

チ

l
ム

準

優

勝

上

河

東

チ

i
ム

第
三
位
河
東
中
島
チ
l

ム

優

勝

武

井

章

(

上

河

東

)

準

優

勝

堀

内

薫

(

西

条

一

区

)

第
三
位
戸
辺
礼
吉
(
西
条
二
区
)

(
敬
称
略
)

個
人
戦

企ゴルフ日和、いよいよティー・アップ

女
優
勝

ボール大会-Q)-Q)--QJ---ト
一フレ
ソ
ミ，，
 
子
子
男
女

閉
刀令年抗対区也4E

，
 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
西
条
西
区
チ

i
ム

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
河
西
チ
ム

第
十
六
回
町
地
区
対
抗
年
令
別
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
(
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
連
盟
主

催
)
が
六
月
七
日
、
押
原
中
学
校
々
庭
で
各

地
区
十
二
チ

l
ム
が
参
加
し
て
、
初
夏
の
日

差
し
の
も
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
見
事

西
条
二
区
チ

l
ム
が
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

<年令別男子ソフトボール大会>

優勝一西条ニ区 準優勝一西条新田

三位一押 越 三位一築地新居

( 2チーム)

ま
た
、
岡
田
町
民
体
育
館
で
は
、
第
十
六

回
町
地
区
対
抗
年
令
別
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
(
町
体
育
協
会
主
催
)
が
各
地
区
十
二

チ
l
ム
の
参
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
好
試
合

が
展
開
さ
れ
た
中
、
河
西
チ

l
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

⑫
河
東
中
島

⑪

上

河

東

⑩
清
水
新
居

⑨
西
条
二
区

③
築
地
新
居

⑦
西
条
新
田

⑥

押

越

⑤
紙
漉
阿
原

④
西
条
一
区

③
上
河
東
二
区

悶

湘

咽

①

飲

喰

企刷所にダイナミックなプレーを展開
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考

ω

「
昭
和
町
の
部
落
の
形
成
」

文
化
財
審
議
会
委
員

• 

わ

前
回
信
玄
堤
完
成
以
降
の
五
回
に
わ

た
る
洪
水
の
流
路
を
の
ベ
た
。
乙
れ
以

外
に
も
数
知
れ
ぬ
水
害
は
繰
り
返
さ
れ

て
い
て
、
山
梨
県
水
害
史

ん

J
~

に
は
詳
し
く
出
て
い
る
。

で
、
い
が
、
と
の
五
回
の
洪
水
が

一
よ

M
一
わ
が
町
の
部
落
の
形
成
を

い
，

b
い
説
明
す
る
上
で
重
要
な
存

~S
3万
在
で
も
あ
る
。
信
玄
堤
が

け
っ
か
い

・
決
潰
し
て
竜
王
方
面
か
ら

J

東
南
へ
向
け
て
幾
つ
も
の

'
L
流
路
が
生
れ
る
。
鎌
田
川
、

内
F

山
伏
川
、
道
川
で
あ
り
東

h
d

川
で
も
あ
る
。
一
部
の
大

ト
'
圃
胆
な
説
に
よ
る
と
、
釜
無

山
、
，
山
川
そ
の
も
の
が
敷
島
か
ら

v
f
ν
.
V

南
へ
出
て
荒
川
を
併
せ
の

〈

t
tん
ん
で
国
母
、
住
吉
を
横
ぎ

L
U
M
U
ヤ
り
山
城
村
落
合
で
笛
吹
へ

ん
旬
刊
ん
合
流
し
て
上
曽
根
の
竜
華

院
へ
打
ち
つ
け
た
と
も
言

わ
れ
、
そ
の
後
本
村
の
前
記
の
諸
川
を

四
回
に
わ
た
っ
て
次
第
に
西
へ
移
行
し

て
行
き
、
現
在
の
合
流
点
と
な
っ
た
と

も
言
わ
れ
、
本
町
は
あ
た
か
も
扇
子
を

拡
げ
た
よ
う
に
左
か
ら
右
へ
洪
水
の
釜

無
川
の
瀬
が
移
動
し
て
い
っ
た
乙
と
に

な
る
。
岩
石
が
脆
い
釜
無
川
の
氾
濫
は

多
量
の
土
砂
を
堆
積
さ
せ
な
が
ら
本
町

を
な
で
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
見
平

-つよし報広(7 )昭和 62年8月1日発行

オ4r
;尺
ノ¥

十

坦
な
氾
濫
原
な
が
ら
、
委
細
に
見
る
と

竜
王
を
頂
点
に
孤
形
放
射
状
に
傾
斜
し

て
い
て
、
現
在
で
も
本
町
を
流
れ
る
川

は
主
に
笛
吹
川
へ
注
い
で
い
る
。
(
後

に
述
べ
る
信
玄
堤
の
内
側
は
別
)
人
は

元
来
高
燥
で
水
利
の
便
を
選
ん
で
居
住

す
る
習
性
か
ら
自
然
と
本
町
の
集
落
の

分
布
は
乙
の
形
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て

行
っ
た
。
次
に
各
部
落
の
名
前
の
由
来

に
つ
い
て
開
拓
的
に
述
べ
る
。

開
拓
の
順
序
は
下
流
か
ら
上
流
へ
順

次
及
ぼ
す
も
の
で
、
本
町
地
域
が
上
河

束
、
阿
原
方
面
か
ら
開
け
西
条
新
田
、

築
地
新
田
へ
と
長
方
形
の
集
村
形
態
を

と
っ
て
い
る
。

西
条
地
区
。
西
条
と
い
う
地
名
も
条

里
制
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
氾
濫
流

ふ
た
が
わ

に
よ
る
地
名
で
隣
の
上
条
二
川
の
下
条

な
ど
の
よ
う
に
、
流
れ
の
条
に
よ
る
も

の
で
、
山
村
へ
行
く
と
尾
根
で
分
か
れ

る
北
割
と
か
西
割
と
か
言
う
よ
う
に
地

形
、
地
勢
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の
だ
と
思

わ
れ
る
し
、
荒
川
か
釜
無
氾
濫
初
期
の

流
路
の
西
の
条
か
と
も
思
わ
れ
る
。
清

水
新
居
は
西
条
か
ら
新
し
く
村
落
形
成

の
地
勢
的
拠
点
が
あ
っ
て
新
居
と
し
て

人
が
住
み
つ
き
付
近
を
開
国
し
て
い
っ

た
の
だ
と
思
う
。
乙
れ
に
対
し
西
条
新

田
は
ま
ず
田
を
拓
い
て
後
に
人
が
住
居

を
構
え
た
の
で
そ
の
名
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
新
居
と
い
う
名

前
の
方
が
古
く
、
新
田
の
方
が
新
し
い

と
も
さ
れ
て
い
る
。

h
p
 
大
沖
積
の
よ
う
す
が
断
層
と
し
て

わ
か
る
押
越
県
道
沿
い
の
深
い
溝

押
原
地
区
。
押
越
と
は
そ
の
名
の
通

り
鎌
田
川
や
東
川
の
氾
濫
が
大
き
く
押

し
越
え
て
し
ま

っ
た
た
め
で
、
そ
の
際

地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
曲
淵
も
埋
ま

っ
て
な
く
な
り
、
押
越
分
の
穴
固
に
あ

っ
た
正
法
寺
も
五
本
杉
(
現
蛍
の
公
園
)

そ
し
て
更
に
現
在
地
へ
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。
な
お
そ
の
大
沖
積
の

様
子
が
断
層
と
な
っ
て
今
も
窺
わ
れ
る

の
が
、
県
道
市
川
大
門
線
に
沿
っ
た
「
メ

ル
シ

l
」
東
の
深
い
溝
川
で
、
大
き
く

例
を
と
れ
ば
富
士
山
の
伏
流
水
が
断
層

の
切
れ
目
か
ら
突
如
白
糸
の
滝
と
な
っ

て
流
れ
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
あ
の
深

い
覗
き
乙
む
よ
う
な
狭
い
深
さ
は
異
常

で
、
そ
の
上
の
高
燥
状
態
に
較
べ
て
、

下
流
は
い
わ
ゆ
る
沼
天
神
の
あ
る
沼
沢

品

た
ち
ま

地
で
、
そ
の
湧
水
が
忽
ち
川
を
大
き
く

し
て
今
川
と
な
っ
て
い
る
し
、
奇
し
く

も
阿
原
分
と
な
っ
て
北
へ
喰
い
乙
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
阿
原
は
そ
の
下
流
、

部
落
西
側
は
泉
応
寺
へ
か
け
て
混
地
帯

で
あ
っ
た
が
圃
場
整
備
に
よ
っ
て
解
消

し
て
い
る
も
の
の
、
押
越
氾
濫
の
沖
積

原
の
尾
と
な
っ
て
い
る
部
落
北
東
よ
り

か
な
り
低
い
。
阿
原
と
い
う
名
も
河
原

の
一
種
で
流
路
の
終
末
的
堆
積
を
指
す

(
ゴ
ミ
や
草
藻
な
ど
)
紙
漉
は
言
う
な

れ
ば
製
紙
が
行
な
わ
れ
た
故
事
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。
次
に
河
東
中
島
は
、
ず
ば

り
山
伏
川
な
ど
の
洪
水
の
折
、
中
の
島

省

台
)
だ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
し
、

ζ

れ
は

上
河
東
、
下
河
東
(
玉
穂
)
と
も
関
連

が
あ
ろ
う
。

常
永
地
区
。
信
玄
堤
に
守
ら
れ
る
形

で
土
手
に
沿
っ
て
三
部
落
が
縦
に
並
ん

で
い
る
。
築
地
、
飯
喰
と
も
堤
防
工
事

の
際
の
起
点
の
築
地
で
あ
り
、
飯
場
だ

っ
た
飯
喰
で
あ
る
。

(
田
富
町
の
鍛
治

新
居
も
工
事
道
具
の
鍛
治
場
だ
っ
た
し
、

乙
の
部
落
は
常
習
洪
水
に
備
え
て
部
落

が
土
手
で
固
ま
れ
て
い
る
)
上
河
東
に

つ
い
て
は
先
に
河
東
中
島
の
折
に
ふ
れ

た
。
河
西
も
そ
の
氾
濫
の
河
西
で
あ
る
。

以
上
各
部
落
の
名
が
本
町
の
洪
水
と

沖
積
原
形
成
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
中

か
ら
生
れ
た
乙
と
を
の
べ
て
来
た
。
次

回
は
そ
の
後
の
開
発
の
中
で
の
変
化
に

つ
い
て
室
田
乙
，
っ
。

田
富
郵
便
局
に
レ
タ
ッ
ク
ス
(
電
子

郵
便
)
用
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
設
置
さ
れ

七
月
一
日
よ
り
使
用
開
始
と
な
り
ま
し

た。
レ
タ
ッ
ク
ス
は
当
日
午
後
三
時
ど
ろ

ま
で
に
お
出
し
に
な
れ
ば
、
一
部
の
地

域
を
除
き
全
国
ど
乙
で
も
当
日
中
に
到

着
す
る
た
い
へ
ん
早
く
て
便
利
な
郵
便

で
す
。
特
に
慶
弔
用
に
は
便
利
で
す
。

《
取
扱
い
郵
便
局
》
全
国
の
郵
便
局

《
料
金
》

一
枚
五
O
O
円
二
枚
目
か
ら

一
枚
に
つ
き
三

O
O
円
加
算
、
最
高
六

枚
ま
で
送
れ
ま
す
。

《
通
信
文
の
用
紙
》
B
4
サ
イ
ズ
以
内

自
由
で
す
。

お
問
合
せ
は
田
富
郵
便
局
へ

電
話
刀
|
3
0
5
0

乙
れ
ま
で
「
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
」

は
、
封
筒
で
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

八
月
の
検
針
分
か
ら
「
往
復
ハ
ガ
キ
」

形
式
に
な
り
ま
す
。

納
入
方
法
は
と
れ
ま
で
と
同
じ
で
す

が
、
往
復
ハ
ガ
キ
は
切
り
離
さ
ず
そ
の

ま
ま
水
道
局
か
指
定
金
融
機
関
へ
お
納

め
下
さ
い
。
そ
の
際
受
け
取
る
半
券
が

領
収
書
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
ご
家
庭
は
こ
れ
ま
で
と

同
じ
で
す
。

問
合
せ
先
甲
府
市
水
道
局
料
金
課

電
話
お
1
3
3
1
1
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女
上
河
東
区
図
書
館

移
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
⑮

い
歓
迎
や
親
切
は
生
涯
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
宿
泊
し

た
旅
館
の
御
主
人
と
は
、

今
で
も
お
付
合
し
て
い
ま

い

れ

す

。

も

う

一

つ

は

、

昭

和

比

例

へ

来

て

い

ろ

い

ろ

な

人

に

に

ん

野

球

を

通

じ

て

出

合

え

た

初
対
配
事
で
す
。
何
も
知
ら
な
い

を

邦

地

で

乙

乙

ま

で

や

っ

て

来

L

可
れ
た
の
は
野
球
を
や
っ
て

合

山

河

出
小
(
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

企

ま

た

、

毎

年

五

月

に

行

わ

れ
る
市
町
村
対
抗
の
野
球

毘
践
を
友
人
ヨ
〈
D

G

U
に
は
十
数
年
連
続
で
出

場
さ
せ
て
も
ら
い
良
き
先

輩
方
と
沢
山
出
合
う
乙
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
市
町
村
対
抗
野
球
の
監

督
を
任
さ
れ
、
若
い
人
達
と
の
交
流
も

深
め
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
自
分
の
体
が
動
く
限
り
野
球
を

楽
し
ん
で
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
と
の

出
合
い
を
大
切
に
し
、
い
い
友
達
を
沢

山
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
野
球

は
本
当
に
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
す
。

…

リ

-

m

a
，

‘

ひ

と

雨

き

時

〆

l
目、

制

¥

/

そ

う

な

時

の

…

。

紫

陽

花

が

一

…

⑧

汗

れ

ゆ

¥

/

ら

、

お

年

寄

射

(

だ

)

達

が

顔

を

み

h
J
V

せ
ま
す
。
旅

白

EJ

示

日

以

¥

行

に

行

く

よ

h
Jノ
う

な

時

は

必

室

田

…

ず

貸

出

を

依

A
V

頼
し
て
く
る

(

匿

)

人

も

い

ま

す

。

/

t

b

 

λ
ハ

プ

乙

ん

な

さ

さ

G
P
¥

一

や

か

な

一
坪

¥

叶

ノ

「

図

書

館

で

も

/

一

¥

地

一

と

あ

ら

た

め

て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

個
人
の
家
で
運
営
し
て
い
る
の
は
僅
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

個
人
宅
内
の
図
書
館
で
は
老
人
向
き
な
の
か
、
子
ど
も
達
よ
り

大
人
の
方
が
あ
ん
が
い
訪
れ
て
来
ま
す
。
茶
呑
み
話
し
を
し
な

が
ら
前
に
借
り
た
本
の
感
想
を
話
し
て
い
っ
た
り
し
ま
す
。
開

所
し
て
十
年
、
当
時
ま
読
・
:
:
:
・
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
ベ

-

一

…

>

一

明

]

み

き

か

せ

な

ど

し

て

い

ま

…

図

お

=

¥

へ

ん

一

し

た

が

、

最

近

で

は

子

ど

討

竺

一
「
¥

亡

も
達
も
多
忙
な
せ
い
か
あ
…
民
幻
河

一
一附一

i

(

;

 

ま
り
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
…
書
居
L

一

一

叫

一

…

貸

出

日

は

、

特

に

な

く

…

咽

即

日

一

川

グ

フ

リ

ー

で

い

つ

で

も

と

い

半

戸

包

問

う
と
乙
ろ
が
個
人
宅
で
の
…
凍

d
Z紘一
2

運
営
の
強
み
で
し
ょ
う
か
。
…
一

L

I
l--町立
東
常
氷
団
地
↓
…

乙

の

一

坪

図

書

館

が

子

ど

…

く

三

…

も
と
大
人
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

毎
日
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新谷香織ちゃん
(河西)
S 61. 10. 18生

h

F

(

父

)

新

谷

和

広

(

母

)

裕

子

我
が
家
の
娘
は
、
ま
だ
八
ヶ
月
な
の
に
テ
レ
ビ
ば
か
り
見

て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
乙
と
か
と
心
配
で

す
。
で
も
、
愛
想
が
良
く
元
気
で
か
わ
い
い
我
が
娘
で
す
。

わ-つ

鷹野圭佑くん
(紙漉阿原)
S 61. 7. 8生

私
は
幼
い
頃
か
ら
ボ
!
ル
を
握
っ
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
少
年
時
代

は
、
学
校
か
ら
帰
る
と
カ
バ
ン
を
投
げ

出
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
と
い
う
毎
日

で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
今
つ
く
づ
く
野

球
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
乙

と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
高
校
野

球
で
全
国
優
勝
し
、
そ
の
年
の
岩
手
国

体
に
出
場
で
き
た
事
で
す
。
成
績
は
、

残
念
な
が
ら
準
決
勝
で
敗
れ
第
三
位
で

し
た
が
、
国
体
へ
行
っ
て
受
け
た
暖
か

多
く
の
お
年
寄
り
が
集
ま
り
、

憩
ド
の
場
に
な
る
こ
と
も
|

よし報

h

F

(

父

)

鷹

野

勝

巳

(

母

)

恵

み
ん
な
に
男
ら
し
い
顔
し
て
る
っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、
本

当
は
泣
き
虫
で
お
母
さ
ん
に
い
つ
も
ベ
ッ
タ
リ
の
甘
え
ん
坊
。

い
た
ず
ら
盛
り
の
僕
だ
け
ど
、
よ
ろ
し
く
ネ
/

広

あやき

南部紋希くん
(築地新居)
S 61. 3. 18生

電車

• 

通色
1 ありがとう U 

西
条
一
区
の
笠
松
動
物
病
院
の
院
長
、
笠
松
陽
充

氏
は
、
こ
の
ほ
ど
泉
町
長
を
訪
れ
、
町
の
社
会
福
祉

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

一
O
万
円
を
寄
付

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
河
東
中
島
の
な
と
り
メ
ガ
ネ
時
計
屈
の
名

取
勇
氏
は
、
町
教
育
委
員
会
へ
ウ
イ
ン
ド
ケ
l
ス
を

寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
蛍
の
飼
育
と
書
籍
、
だ
な
に
使
わ
せ
て

い
た
、
だ
い
て
い
ま
す
。

「
ト
l

h

F

(

父

)

南

部

義

夫

(

母

)

佳

奈

枝

よ
う
や
く
足
ど
り
も
し
っ
か
り
し
て
き
た
紋
希
は
、
お
兄

ち
ゃ
ん
の
す
る
い
た
ず
ら
を
、
同
じ
様
に
真
似
し
て
つ
い
て

い
き
ま
す
。
何
よ
り
も
健
康
で
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ド
で
ほ
緑
丘

態

勢

曳

蕗

掛

常

務

線

級

建ー
は
清滝川



⑧
⑤
⑤
⑪
 

わ

本
町
で
は
、
長
寿
を
敬
愛
し
、
敬
老

思
想
を
高
揚
す
る
た
め
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
お

年
寄
り
に
白
寿
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

女
支
給
対
象
者

町
に
引
き
続
き
五
年
以
上
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
よ
り
満
九
十
九
歳

を
迎
え
ら
れ
た
人

合
同
支
給
金
額

祝
金
の
額
は
、
十
万
円

安
支
給
さ
れ
る
日

満
九
十
九
歳
の
誕
生
日

・
詳
し
く
は
、
役
場
厚
生
福
祉
課
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

-つよし報広

本
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
夫
婦
が

協
力
し
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
労
と
お
互

い
の
長
寿
を
お
祝
い
し
、
金
婚
記
念
祝

金
を
支
給
し
ま
す
。

女
支
給
対
象
者

戸
籍
記
載
事
項
に
よ
り
結
婚
五
十
年

を
迎
え
た
夫
婦

女
支
給
金
額

祝
金
の
額
は
、
六
万
円

女
支
給
さ
れ
る
日

金
婚
記
念
日
。
た
だ
し
、
離
婚
や
死

亡
等
に
よ
り
戸
籍
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

-
申
込
み
・
問
合
せ

金
婚
記
念
日
を
迎
え
る
方
は
、
役
場

厚
生
福
祉
課
に
あ
る
「
金
婚
記
念
届
出

書
」
を
金
婚
記
念

1
カ
月
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

や……や………や・・・…・ーや......ーや……-ーや

'"…夏休みN …
争 えんにち ゃ
親子の縁日を開催

会 町教育委員会では、押越青年団とや

20才の会の協力で昨年に引き続き、

ファミリースクールの一環として、

会 夏の夜を親子で楽しく過ごすふれあ会

いの場としての「親子の縁日Jを開

や催します。 多
夏休みの良い思い出に親子そろっ

てお越しください。

会日時 8月23日(日) 会

午後6時から 8時まで

会場所総合会館内の児童館前庭

内容子供映画会、各種ゲーム、

A .. 夜庖(金魚すくい、かき氷

や降s~ ・わたがし・ヨーヨー・ポや

U~ .1J1 ップコーン)など

や......~争・・・ ・ ・・・・・@.・・・・・・・・ 4争・・・・・・ ・ ・ ・ 4争・・・・・・・・・~

(9 )昭和 62年8月1日発行

親
子
の
触
れ
合
い
、
ス
タ
ミ
ナ
あ
る

母
親
d

つ
く
り
、
子
供
の
運
動
素
質
、
、
つ
く

り
に
と
開
催
し
ま
す
。

-
実
施
日

八
月
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日
、

九
月
一
日
・
八
日
・
十
七
日
の
計
六

回
で
す
。

・

時

間

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

・

場

所

中

央

公

民

館

講

堂

-
対
象
者
三
歳
児
を
持
つ
親
子

・

定

員

二

十

人

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
町
教
育
委
員
会

(
曾
七
五
|
三
七
三
七
)
ま
で
。

日
頃
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解
消

に
、
ま
た
日
常
の
生
活
の
中
で
も
運
動

を
実
戦
し
よ
う
と
開
催
し
ま
す
。

-
実
施
日

八
月
十
二
日
・
十
九
日
・
二
十
六
日
、

九
月
二
日
・
九
日
・
十
六
日
の
計
六

回
で
す
。

・

時

間

午

後

七

時

三

十

分

1
九
時

.

場

所

町

民

体

育

館

-
対
象
者
町
内
在
住
の
女
性

.

定

員

四

十

名

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
町
教
育
委
員
会

(
曾
七
五
!
三
七
三
七
)
ま
で
。

皆
さ
ま
の
尊
い
人
生
経
験
を
社
会
教

育
の
場
で
、
子
ど
も
た
ち
ゃ
青
年
や
、

大
人
の
学
級
、
講
座
な
ど
で
話
を
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
そ
の
ほ
か
、
何

か
を
作
っ
た
り
、
書
い
た
り
、
見
せ
て

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

※
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
担
当
ま
で

電
話
七
五
l

三
七
三
七

正
し
く
使
っ
て

楽
し
い
花
火

~ぷ
-
M府パ

川
一
段
勾
ト
花
火
七
カ
条

花
火
を
楽
し
く
あ
げ
る
に
は
次
の
乙

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
あ
げ
な
い
。

②
た
く
さ
ん
の
花
火
花
一
度
比
火
を
つ

け
な
い
。

③
筒
も
の
花
火
は
火
が
消
え
て
も
筒
を

の
ぞ
か
な
い
。

④
花
火
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
あ
げ
る
。

⑤
大
人
と
一
緒
に
あ
げ
る
。

⑥
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
使
わ
ず
、
ロ

l
ソ
ク
に
火
を
つ
け
て
使
う
。

⑦
水
の
用
意
を
し
て
お
く
。

以
上
の
乙
と
に
注
意
し
て
楽
し
く
花

火
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。甲
府
地
区
消
防
本
部

夏
の
変
通
事
故
防
止

県
民
運
動
実
館
中

ー

l

j

7

月
幻
自
か
ら

8
月
幻
日
j

夏
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ま
た
子

供
た
ち
の
夏
休
み
も
重
な
り
、
季
節
的

に
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

正
し
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践
し

て
、
交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
町
K

I
し
土
A

ア
し
ょ
，
っ
。

重
点
目
標
は
、
①
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
、
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、

③
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放
、
④

暴
走
族
追
放
運
動
の
推
進
。

町内交通事故発生件数

「気をつけて」朝の一言忘れずに

6 月分ニ

件 数 負傷 死者

件 人 人

物損 29 

(+ 6) 18 。
人損 14 (+ 9) t士0)

(十 5) 

)内は、前月比(昭和駐在所調べ)
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保 当受話長誘長当受話長喜安当長銀多安当長り

わ

よ
-つよ

た、
し報

生

広

衛健3受話受話受話受話受話受

8月 28日(金)

午前 10 時 20 分~ 10時 25分

場所 総合会館

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし」

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒ

モでしっかり封をしてください O

時日
実 施日 受付時間 該 当 ;巴 場所

8月 5日(水〉
午午午(((後西後常後押条原永121:地地地003000区区区~~~ ) ) ) 昭和61年 7月生まれグ 10月生まれ 総合

昭和62年 1月生まれ
8月6日(木〉

区 |昭和庁 4出れ

持ち物母子手帳・健康保険証・.印鑑・筆記用具

受付時間は、午後2時30分ですのでど承知下さい

町ではつぎのとおり粗大ゴミの特別収集を行います。

詳しい内容については、後日配布する回覧文をど覧くだ

さい。

・押原・常永地区…… 8月 9日 (日)

・西条地区...............8月 91日 (日)

※お出しになるものには必ず指定の荷札をつけてくださ

8月8日(土)・ 22日(土〉

午前 9 時~11 時 30 分

場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は 40歳以上の方を対象に血圧測定、尿

検査、栄養指導などを行し可健康についての相談にお答

えしていますのでお気軽にお出かけください。

時口凶

盆
お
く
り
の

特
別
収
集 供
物
の

ぽ
ら
げ

に
つ
い
て

8月 27日(木)

午後 1 時~2 時

総合会館

昭和 60年 12月 1日~昭和 61年 2月28日ま

での出生児及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳6か月児健康質問票

実施日

受付時間

場所

該当児

…
医
大
病
院
か
ら
健
康
メ
モ

ち物持

人
類
は
、
自
然
界
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
放
射
線
を
あ
び
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

は
る
か
か
な
た
の
宇
宙
か
ら
ふ
り
そ
そ

ぐ
宇
宙
線
、
ビ
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

岩
石
や
土
か
ら
、
ま
た
人
体
成
分
の
カ

リ
ウ
ム
や
炭
素
な
ど
か
ら
、
一
年
間
で

は
、
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
撮
る
時

に
あ
び
る
一

O
回
分
の
量
と
な
り
ま
す
。

乙
の
自
然
放
射
線
は
、
生
物
の
発
生

や
進
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま

し
た
。
約
四
十
五
億
年
前
の
地
球
で
、

原
始
気
体
か
ら
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
の
有
機

物
が
発
生
す
る
時
に
、
放
射
線
が
作
用

し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
物
が
進
化
す
る

に
は
、
突
然
変
異
と
淘
汰
が
必
要
で
す

が
、
乙
れ
に
も
放
射
線
は
必
要
だ
っ
た

の
で
す
。

現
在
の
地
球
は
、
自
然
放
射
線
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
、

医
療
や
産
業
に
用
い
る
放
射
線
は
世
界

中
が
監
視
し
あ
っ
て
お
り
、
取
り
扱
え

安
放
射
線
と
人
間 山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

放
射
線
部
技
師
長

企日本脳炎の

予防接種より

寸

多

1
1
n
E

広
島
山
山
t

る
人
は
法
律
に
よ
っ
て
、
専
門
教
育
を

受
け
、
国
家
試
験
K
合
格
し
た
人
だ
け

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
聞
に
対
し
て
は
、
医
療
に
か
ぎ
っ

て
だ
け
、
放
射
線
を
か
け
て
よ
い
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
放
射
線
検
査

に
よ
っ
て
、
病
気
の
状
態
が
よ
く
わ
か

っ
た
り
、
適
切
な
治
療
が
行
え
る
か
ら

で
す
。
放
射
線
は
あ
び
な
い
に
ζ

し
た

乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
を
保
つ

た
め
に
必
要
な
時
は
検
査
を
う
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ

び
る
乙
と
に
よ
っ
て
こ
う
む
る
『
損
』

よ
り
も
『
益
』
の
方
が
は
る
か
に
多
い

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
た
と
え
医
療
上

で
あ
っ
て
も
、
不
必
要
な
放
射
線
は
あ

び
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
為
に
、
医
師
も
放
射
線
技
師

も
充
分
に
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

検
査
を
受
け
る
人
々
も
、
み
だ
り
に
放

射
線
診
療
室
に
入
っ
た
り
、
指
示
に
従

わ
な
か
っ
た
り
、
短
期
間
に
同
じ
検
査

を
い
ろ
い
ろ
な
病
院
で
・
つ
け
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、

X
線
検
査
や
、
体
へ
の
影
響

に
つ
い
て
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

医
師
や
放
射
線
技
師
に
お
た
ず
ね
下
さ

中
♂、i
i工二

画

財
団
法
人

里
仁
会



-
ク
レ
ジ
ッ
ト
時
代

r
J
1
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う

h--圃F
-
F

サ
イ
ン
を
す
る

「

!

と

だ

け

で

品

物

が

す

aa--、ぐ
手

に

入

る

ク

レ

ジ
ッ
ト
・
力

i
ド
の
便
利
さ
に
ひ
か
れ

て
、
数
枚
の
力

l
ド
を
利
用
し
て
，い
る

う
ち
に
、
つ
い
使
い
過
ぎ
て
支
払
い
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
身
か
ら
で
た

サ
ビ
と
は
い
え
困
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

h
邑

邑

.

最

近

、

自

分

の

・
・
・
司
』
支
払
い
能
力
を
超

J
F‘
え

て

多

く

の

種

類

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利
用
し
た
た
め
に
返

よ
一
済
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
多
重
債
務
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

わ-つし

ヵ注
音
ω

報

カ
ー
ド

増
え
だ

一
、
二
枚
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
l

ド

を
計
画
的
に
利
用
し
て
い
る
聞
は
問
題

は
少
な
い
の
で
す
が
、
使
用
カ
ー
ド
の

一
枚
数
が
増
え
た
り
、
他
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

一
を
利
用
す
る
回
数
が
増
え
て
く
る
と
要

一
注
意
で
す
。
な
か
に
は
、
十
枚
以
上
も

計
一
の
カ
ー
ド
を
持
ち
、
そ
れ
ど
れ
の
利
用

日
一
限
度
額
一
杯
ま
で
使
い
切
っ
て
、
に
つ

則
一
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
っ
た
と
い

8
一
う
、
極
端
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

年一
nノ
山
一

ρ
h
U

一

円
は
一

エか
1

一

昭一 広

万
一
払

早
急
に
卜

っ
た
ら

れ
消
を

カ
ー
ド
の
利
用
は
、
限
度
額
に
気
を

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

収
入
や
家
族
構
成
な

ど
も
考
え
、
自
分
な

り
の
限
度
額
を
決
め

て
自
己
管
理
す
る
と
と
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。
万
一
、
や
む
を
得
ず
支
払
い

が
困
難
K
な
っ
た
と
き
は
次
の
よ
う
な

方
法
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
ト
ラ
ブ
ル

を
解
消
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ま
ず
、
生
活
さ
度
を
全
面
的
に
見
直

し
て
み
る
。

不
要
不
急
の
物
は
買
わ
な
い
、
む
、
だ

な
経
費
を
切
り
詰
め
る
な
ど
思
い
切
っ

た
努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
収
入
と
支

出
の
管
理
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

返
済
の
た
め
に
借
入
れ
を
繰
り
返
す
の

は
絶
対
に
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
契
約
を
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

と
話
し
合
v

っ。

自
分
の
債
務
や
経
済
状
態
を
率
直
に

話
し
ま
す
。
あ
な
た
に
返
済
の
意
思
が

あ
り
、
返
済
が
困
難
に
な
っ
た
理
由
が

や
む
を
得
な
い
も
の
な
ら
ば
、
会
社
は

相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

③
弁
護
士
連
合
会
に
相
談
す
る
。

東
京
弁
護
士
連
合
会
を
は
じ
め
、
各

地
域
の
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
多
額
多

重
債
務
者
の
救
済
に
力
を
貸
し
て
い
ま

す
。
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
、

し
か
る
べ
き
措
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
購
入
の
税
負
担
を
軽
減

⑨
住
宅
取
得
促
進
税
制

住
宅
を
新
築
し
た
り
購
入
す
る
に
は
、

か
な
り
の
資
金
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に

不
動
産
取
得
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の

税
金
も
頭
痛
の
種
。
こ
う
し
た
住
宅
取

得
者
の
税
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
よ

う
と
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
創
設
さ
れ

た
の
が
住
宅
取
得
促
進
税
制
で
す
。

こ
れ
は
最
高
二
十
万
円
の
税
額
控
除

を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
控

除
期
間
が
、
六
十
二
年
度
の
改
正

κよ

っ
て
三
年
か
ら
五
年
に
延
長
さ
れ
ま
し

た。
乙
の
制
度
は
、
今
年
の
一
月
一
日
以

降
K
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
り
、
購
入

し
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

二
千
五
百
万
円
の

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
例

銀
行
や
公
庫
、
年
金
の
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
を
利
用
し
て
住
宅
を
購
入
し
た
場

合
、
ロ
ー
ン
の
残
高
を
も
と
に
一
定
の

方
式
で
計
算
し
た
額
(
限
度
額
年
間
二

十
万
円
)
を
五
年
間
、
所
得
税
額
か
ら

控
除
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ー
た
だ
し
、
今
回
の
税
制
改
正
の
適
用

習
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
条

，

b
z満た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

、
仁
川
八
人
居
年
月
日
〉

ト
五
年
間
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

一
取
得
し
た
住
宅
に
昭
和
六
十
二
年
一
月

}
一
日
以
降
に
入
居
し
た
場
合
K
限
ら
れ

+
ノ
ま
す
。
入
居
が
そ
れ
以
前
だ
と
、
控
除

hA

期
間
は
延
長
さ
れ
ず
、
従
来
通
り
三
年

/
』
で
す
。

「

」

〈

年

収

〉

内
t

年
間
の
所
得
が
一
千
万
円
(
サ
ラ
リ

-

J

l
マ
ン
の
場
合
一
千
二
百
二
十
一
万
円
)

D
以
下
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

-K
〈
住
宅
面
積
〉

れ
移
住
宅
面
積
は
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
上
、

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

κの

み
適
用
さ
れ
ま
す
。

〉
」
イ
ユ
ほ
/F2怒
哀

ヘ敬
称
略
)

夜
の
史
け
を
浮
ば
む
歌
に
い
ら
だ
て
ば

烹
さ
一
点
小
娃
の
伏
す
河
田

好
子

7
3
2
7か
さ
れ
君
が
代
を

宮
う
た
ひ
し
様
を
戦
友
う
ち
あ
け
り

志

村

久

雄

遺
稿
集
頁
繰
る
た
び
歌
の
中
に

お
だ
や
か
な
面
浮
ぴ
未
る
な
り

磯

部

信

与

亡
さ
え
と
並
び
田
の
羊
取
り
し
日
は

速
さ
退
去
な
り
吐
の
懐
し輿
石
さ
広
代

で
来
の
し
ら
じ
ら
渡
る
風
見
え
て

E

師
を
訪
ね
ん
と
山
岐
を
未
し

間

内

藤

ふ

く

次

近
づ
く
に
群
と
奔
い
た
ち
遠
の
け
ば

も
と
の
田
ン
甫
へ
降
り
る
白
鷺

柳
沢
竜
-
一

一
梅
雨
晴
の
青
さ
を
写
す
水
鏡

四
乱
す
を
惜
し
み
そ
っ
と
田
に
入
る

国

桑

尿

丑

寅

一
恐
怖
に
も
じ
っ
と
堪
、
え
つ
つ
ベ
ッ
ト
に
て

血

火

2
9く
松
寿
園
の
老

向

山

本

秀
子
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987 fl~ 議
AUGUST=葉月(はづき)

~\ 
町の鳥=ひばり

向の乙よ汎
町の花 = れんげ

町の木 = 乙女椿

3 I~月)
友引

4 I~火)
先負

5 ，(f.1 

6 

1;水) 乳詰心行(配中致人児2央ピ相健因暮止と康談子L開相診老ど〈中立談も人査A央ク食M(〈止輯ラ輯事9Aプ民合サリ館会0会ー0館P館ダビ~MP)ス)M鵬110コo仕く器り}) 
広島原爆記念日(木)

大安 乳児健康診査(総合会館)

ア
鼻日の日、健康の (金)

赤口

8 
立秋

10 
道の日

先負

11 1:火)親子体操教室 (P9参照)
仏滅

12 |ω T入f浴lごトとー相談ン(グ総教合室会館(PPM9I参:0照0 
大安 サービス総合会館PMl:Oザサ

13 長遅れぼん迎え|∞
赤口

14 
(金)

先勝

15 
終戦記念日 (土)
月遅れぼん

友引

。西条地区|毎週 :4日、 7日、 11日

[西条 l j14日 18日、 21日
清水新居|火・金曜日 !25日、 28日
西条新田|

。押原地区

[押越 | 河東中島|毎週 3日、 6日、 10日| 毎月
紙漉阿原|

19 

20 

21 

22 

25 

26 
富士吉田火祭

27 

28 

29 
文化財保護法

施行記念日

毎月

19日 1
1第 4水曜日

26日
。常永地区 :13日、 17日、 20日

[築地新居|飯喰 |月・木曜日 :24日、 27日、 31日|第3水曜日
河西
上河東

(火)[親子体操教室 (P9参照〉

大安

(水)

赤口

(木)

先勝

(金)

友引

(火)[親子体操教室 (P9参照)

友引

(水)1心婦人配どトとレ相ーニ談ン(グ総教合室会館(PP9M参l照:0ト)) 

先負

引 1歳6ヶ月児健康診査(
仏滅館)

(金)[不用犬猫収集日(総合会館)

大安

(土)

赤口

※乙の時期の台所などから出る生ゴミ

は水切りを十分にお乙なってから出し

てください。

※スプレー缶等は爆発する恐れがあり

ますので、ゴミとして出す場合は必ず

缶に穴をあけて中の気体を抜いてから

出してください。

※今月は、盆おくりの供物の特別収集、

粗大ゴミの特別収集を実施致しますの

で、後日配布する回覧文をど覧のうえ、

お出し下さい。

⑨ゴミは、指定の紙袋か荷札できめら

れた日に、きめられた場所へ出しまし

ょっ。


